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どうすればいいの？ 

子どものネットトラブルがなかなか減らない！



自己紹介

      塩田 真吾 （しおた しんご）

  静岡大学 教育学部  准教授

       2009年に静岡大学着任。 博士（学術）。
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心配なトラブルは・・・？



【調査】 6,000人を対象としたトラブル頻度×深刻度のリスクマップ

リスクマップ（小学生） リスクマップ（中学生）

スマホやネットを使っ
て勉強や生活に大きな
影響が出ても自分では
やめられなかった

（12.2％）

発生頻度

深刻度 深刻度

メッセージのやりとり
で「死ね」「殺す」な
どの相手を強く傷つけ

る言葉を使った
（6.9％）

発生頻度

スマホやネットを使っ
ていて、家族から「使
いすぎ」と注意された

自分や友だちの住んで
いる場所が特定される
可能性がある写真や
動画を公開した

メッセージのやりと
りで「バカ」「キモ
い」などの相手を傷
つける言葉を使った

スマホやネットを使っ
て勉強や生活に大きな
影響が出ても自分では
やめられなかった

（33.8％）



① トラブル事例を紹介しても，自覚につながらない

－ 「自分もやってしまうかも」という自覚をどう促すか

② ネットの「スキル」が足りていない

－ ネット版のSST（ソーシャル・スキル・トレーニング）の発想

 － リスクを「グラデーション」で考えるスキル

③ そもそも「ネット」の問題だけではない

－ 家庭とも連携しながら根本的な原因に目を向ける

なぜ，ネットトラブルがなかなか減らないのか？

ネットトラブルが減らない要因と改善の３つのポイント
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「スシローで醤油ボトルをペロペロ事件」を

子どもにどう教えるか？

SNSでの迷惑行為をどう防ぐか

事例を紹介して，「気をつけなさい」と言っても・・・



指導のポイント

「危険な事例の提示」 から 「場面強制想像法」

 （やってしまうシチュエーションの想像） による自覚化へ

ポイント

もしかしたら，

〇〇な時に飲食店で

ふざけちゃうかも・・・



自分たちが飲食店で「ふざけて」しまうのはどんなとき？

 大声で騒いでしまう

 無料のモノを大量に使っちゃう

 ドリンクバーや食べ物で遊んじゃう

 お店のモノを不衛生に使っちゃう

 店員さんにふざけて声をかけちゃう

のはどんなとき？

ファミレスで・・・

例） 部活の帰り／ノリのよい後輩／場を盛り上げようとして



リスクを想像できるのか？

なぜ，「絶対に大丈夫！」という人ほど，

トラブルにあうのか？

（例えば，オレオレ詐欺・・・）

「絶対に大丈夫」というのは，その状況を想像できていない
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〇〇な時に飲食店で

ふざけちゃうかも・・・



 「タブレットを大切に使おう」

という指導をしても・・・

場面強制想像法の活用

自分が，タブレットを壊してしまう時ってどんな時？
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例えば，「誹謗中傷をやめよう」 と言われても

その 「スキル」 が不足しているのかも・・・

② ネットの「スキル」が足りていない



② ネットの「スキル」が足りていない

■対面でのコミュニケーション指導

・ 相手に伝わる話し方のポイントは？

・ 相手の話を聴くときのポイントは？

※ ゆっくりしたスピードで・・・，はっきりした声で・・・，

 相手の目を見て・・・，うなずきながら・・・，

 
ネット（テキストコミュニケーション）だと，上記の知見が使えない



■ ネット版のSST（ソーシャル・スキル・トレーニング）

例） 相手を傷つけないスキル

  （SNSで上手に断る，お願いする，謝るスキルなど）

自分を守るスキル

（個人情報を守る，知らない人に出会わない，

あやしさを見抜くスキルなど）

指導のポイント



友だちからのお願いを「ことわる」ときは，

どのスタンプを使えばよいかな？

1 2 3 4

とも

つか

ねが

スタンプの使い方を学ぼう
つか かた   まな



相手からの返事がないときに
スタンプをたくさん
送ってもいいのかな？

スタンプの使い方を学ぼう
つか かた   まな

あいて    へんじ

おく

10：42 PM

おやすみー 午後10：30

午後10：31

まだ，おきてる？午後10：40
既読

午後10：41

午後10：42



特別支援向け情報モラル教材（ネット版のSST）



子どもたちのリスクの見積りの甘さ

「悪口」になるかもしれないけど，まさかそんなに怒らないだろう。

「不適切な写真」かもしれないけど，まさか炎上はしないだろう。

リスク見積りの甘さ

リスク見積りの甘さ

「このくらいは，大丈夫だろう」

⇒ 「何が危険か」はわかっているが，

「どのくらい危険か」がズレやすい。

リスクを「グラデーション」で考えるスキル



「公開してもよい」のリスクのグラデーションは？
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③ そもそも「ネット」の問題だけではない （例えば，「使いすぎ」も・・・）

子どもたちがなぜスマホやゲームを

「使いすぎてしまう」 のかを分析してみよう

考えてみよう



1位  動画鑑賞 （YouTube，TikTokなど）

2位     SNS （LINE，Instagramなど）

3位           スマホゲーム

高校生の余暇は？

「スマホで完結する余暇」が多く，余暇の捉え方が狭い

【参考】 塩田研究室が実施した「高校生への調査」（202３）

他に夢中になることがないから・・・



「人生の楽しみ方」 を学ぶ 余暇図鑑 

「人生を楽しむ × 余暇図鑑」の取り組み



ヤマハ株式会社の事例  （約100名が参加）

「人生を楽しむ × 余暇図鑑」の取り組み



「休み時間 やってみようマップ」



いつまでやっているの，はやくやめなさい！

子どもへの声かけも・・・

ゲームだけじゃなく，

楽しいことを一緒に探してみようよ！
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ディスカッション

32



「保護者の責任・管理」と「学校の関わり」のバランス

－ どこまでが学校の責任なのか？

－ 教室で学んだことをどう実生活に結びつけさせるか？

－ 家庭との連携をどうはかればよいか？

ディスカッションテーマ （いただいた質問から）
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